
◆　アンケート調査の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

（１) 調査目的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

魚津駅地下道の再整備にあたり、市民が魚津駅地下道に対してどのようなデザインを望ん

でいるかなど、意向を把握し、再整備の基礎資料とするために実施しました。 

 

（２）調査の対象・方法・期間、回答数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
調査対象 魚津市民

 

調査方法

インターネット回答 

【一般市民向け】 

広報うおづ 令和６年１月号、魚津市ＨＰへの掲載 

【市内中・高校生向け】 

アンケート依頼文書による依頼

 
調査期間 令和５年 12 月 22 日～令和６年１月 19 日

 
回答数 1,293 件

◆　アンケート調査結果のまとめ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

アンケート調査の結果、「再整備デザイン」「希望する付帯設備」「魚津駅地下道への要望・

提案（主な意見）」について、以下の回答傾向や意見がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

再整備 

デザイン

l「床」のデザインは、回答者の３分の２が「淡色」を選択している。 

l「壁」のデザインは、「床」のデザインを問わず、 

「金属パネル（ストライプ）」が最も多く選択されている。 

l魚津駅地下道の再整備デザインは、「床：淡色」「壁：金属パネル 

(ストライプ)」の組合せが最も多く選択されている。

 希望する 

付帯設備

l魚津駅地下道における希望する付帯設備については、「ベンチ」を 

望む意見が最も多くなっている。

 

魚津駅 

地下道 

への 

要望・提案 

（主な意見）

（安全性） 

l照明を明るくしてほしい。 

l天候を問わず、滑りにくい床にしてほしい。 

（快適性） 

lトイレを設置してほしい。 

lキレイな状態を保ってほしい。 

l湿気・雨漏りを改善してほしい。 

（利便性） 

l電波がつながるようにしてほしい（フリーWi-Fi の設置等）。 

l新魚津駅へのエレベーター・エスカレーターを設置してほしい。

広報うおづ 令和６年１月号

アンケート依頼文書

アンケート結果を踏まえ…

○魚津市から連想される「洞杉」や「埋没林」などをモチーフとした壁面色・ 
デザイン（ストライプ）とする 

○利用者が進行方向を視覚的認識できるように、アクセントカラー（山側方向：緑色、
海側方向：青色）を設定

【整備の方向性】


